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一般質問

問
本
町
に
お
け
る
酪
農
家
や

生
産
乳
量
の
減
少
が
町
の

過
疎
化
に
、
そ
し
て
集
落
の
崩
壊

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。
町
の
活
性
化
は

基
幹
産
業
の
発
展
こ
そ
が
源
で
あ

る
と
考
え
る
。

　

日
本
農
業
の
半
世
紀
は
外
圧
の

中
で
苦
し
い
営
農
を
強
い
ら
れ
て

き
た
と
言
っ
て
も
良
い
。
関
連
企

業
も
合
理
化
・
近
代
化
を
進
め
て

い
る
こ
と
で
本
町
に
も
各
分
野
で

多
大
な
影
響
が
出
て
い
る
。

　

拍
車
を
か
け
る
が
如
く
畜
産
公

社
根
釧
工
場
が
平
成
二
十
七
年
三

月
に
閉
鎖
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
は

大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
る
。
そ
の

後
、
存
続
に
向
け
た
協
議
が
重
ね

ら
れ
、
一
定
の
方
向
性
が
示
さ
れ

た
報
道
が
さ
れ
「
標
茶
町
が
建
設

し
、
運
営
を
公
社
が
行
う
」
公
設

民
営
に
よ
る
方
向
で
企
画
検
討
さ

れ
て
い
る
と
聴
い
て
い
る
。

　

根
釧
地
区
に
屠
場
は
不
可
欠
で

あ
り
町
長
に
伺
う
。

一�

、
閉
鎖
日
よ
り
逆
算
し
基
本
設
計
建
設
費
等

の
計
画
作
成
時
期
は
い
つ
ま
で
と
し
て
い
る

の
か
。

二�

、
本
町
に
と
っ
て
も
大
き
な
事
業
の
取
り
組

み
と
考
え
る
。
総
務
経
済
委
員
会
で
も
協
議

調
査
中
で
あ
り
、
議
会
と
両
輪
で
同
時
進
行

を
図
っ
て
は
ど
う
か
伺
う
。

答答
根
釧
地
域
の
屠
畜
場
の
存
続
は
根
釧
組
合

長
か
ら
公
設
民
営
方
式
の
要
請
が
あ
り
、

真
摯
に
受
け
止
め
て
い
る
。
そ
の
後
、
組
合
長
会

に
お
い
て
基
本
設
計
、
建
設
費
等
の
作
成
時
期
が

流
動
的
に
な
っ
て
い
る
段
階
で
、
本
町
が
検
討
に

入
る
こ
と
、

判
断
す
る
こ

と
は
早
急
で

あ
る
。
屠
畜

場
問
題
は
本

町
振
興
、
発

展
の
た
め
議

会
と
も
情
報

の
交
換
を
行

い
な
が
ら
進

め
て
い
き
た

い
。

町
政
を
問
う

一 般 質 問

第
四
回
定
例
会
で
は
、
四
名
の
議
員
が
六
件
の
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
と
答
弁
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

外
収
入
金
に
つ
い
て
も
条
例
に

定
め
る
こ
と
に
よ
り
手
数
料
や

延
滞
金
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で

き
、
法
令
の
解
釈
上
、
地
方
税

の
延
滞
金
と
同
額
に
す
る
こ
と

が
適
当
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

た
め
、
標
茶
町
税
外
諸
収
入
金

の
徴
収
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
し
ま
し
た
。

●�

標
茶
町
立
学
校
条
例
の
一

部
を
改
正

　

中
御
卒
別
小
学
校
を
沼
幌
小

学
校
へ
統
合
す
る
た
め
、
条
例

改
正
し
ま
し
た
。

●�

標
茶
町
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正

　

中
御
卒
別
小
学
校
が
平
成

二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
を

も
っ
て
閉
校
と
な
り
、
同
年
四

月
一
日
か
ら
沼
幌
小
学
校
へ
統

合
す
る
こ
と
で
、
現
在
の
中
御

卒
別
小
学
校
通
学
区
域
内
の
児

童
が
、
沼
幌
小
学
校
へ
通
学
す

る
手
段
と
し
て
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
運
行
に
係
る
路
線
名
と
、

運
行
区
間
を
変
更
す
る
条
例
を

改
正
し
ま
し
た
。

本多耕平
議員

町　長検討・判断は急ぐべきではない
屠畜場誘致決定を急ぐべきではないか

長尾式宮
議員

動向に注視し、適切な対応をしていきたい
地域経済を踏まえた公共施設の維持管理計画を

鈴木裕美
議員

町　長 現在の体制で対応していく
子宮頸ガンワクチン副反応の幅広い検証と被害者救済を

深見　迪
議員

町　長 適宜適正な負担と捉える
消費税増税分を利用料等に転嫁すべきでない

長尾式宮
議員

町　長 移住者の増加につなげていきたい
「ちょっと暮らし」で積極的なアピールを

長尾式宮
議員

町　長 多くの課題があると認識
標茶町の森林整備と林業・木材業の振興を

黒沼俊幸
議員

町　長 現状では受け入れは困難
東日本大震災の被災地における汚染がれきの受け入れについて

深見　迪
議員

町　長 設置の場合、住民合意が必要
やすらぎ園の入居待機者解消のため介護施設設置を

町　長

●�

標
茶
町
手
数
料
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正

　

各
種
健
康
診
査
に
お
け
る
年

齢
設
定
を
「
特
定
健
康
診
査
及

び
特
定
保
健
指
導
の
実
施
に
関

す
る
基
準
」
に
合
わ
せ
て
「
満

年
齢
」
か
ら
「
当
該
年
度
に
達

す
る
年
齢
」
に
改
め
る
た
め
、

総
合
住
民
健
診
に
つ
い
て
、
旧

老
人
保
健
法
に
よ
る
医
療
給
付

の
対
象
者
に
該
当
す
る
者
に
つ

い
て
も
整
合
性
を
と
る
た
め
当

該
年
度
七
十
歳
に
達
す
る
者
に

改
正
し
ま
し
た
。

●�

標
茶
町
第
三
セ
ク
タ
ー
運

営
等
資
金
貸
付
条
例
の
一

部
を
改
正

　

貸
付
の
有
効
期
間
を
三
年
間

延
長
す
る
条
例
を
改
正
し
ま
し

た
。

●�

標
茶
町
職
員
の
再
任
用
に

関
す
る
条
例

　

総
務
経
済
委
員
会
へ
付
託
さ

れ
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し

ま
し
た
。

条
例
の
制
定
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問
バ
ブ
ル
期
以

降
失
わ
れ
た

二
十
年
と
言
わ
れ
る

ほ
ど
国
内
経
済
は
低

迷
に
あ
え
ぎ
、
そ
の

影
響
は
地
方
で
も
企

業
倒
産
件
数
の
増

加
、
雇
用
の
減
少
、

個
人
所
得
の
減
少
・

消
費
の
落
ち
込
み
等

暗
い
影
を
落
と
し
続

け
て
き
た
。
そ
の
よ

う
な
状
況
下
、
政
府

の
景
気
刺
激
策
と
し

て
の
側
面
も
あ
る
公

共
事
業
は
当
時
「
不

要
な
も
の
が
多
す
ぎ

る
。」
と
批
判
さ
れ
、

さ
ら
な
る
景
気
の
悪

化
を
招
い
て
し
ま
っ

た
の
で
は
と
感
じ
て

い
る
。

　

十
二
月
一
日
の
北

海
道
新
聞
の
報
道
に

よ
れ
ば
、
道
内
の
公

共
施
設
で
三
十
年
を

経
過
し
て
い
る
も
の
が
全
体（
２
万
１
，

９
４
１
棟
）
の
四
八
％
に
達
し
て
い
る

と
の
事
で
あ
る
。
国
の
指
針
で
は
耐
用

年
数
は
概
ね
五
十
年
と
さ
れ
て
い
る
。

町
民
の
声
と
し
て
は
「
人
も
減
り
、
街

並
も
寂
れ
て
い
く
一
方
だ
。
標
茶
に
い

た
く
て
も
仕
事
が
無
い
か
ら
他
所
へ
行

く
し
か
無
い
。」
と
の
声
も
聴
い
て
い

る
。
町
内
の
公
共
施
設
の
現
状
と
、
町

内
公
共
施
設
の
整
備
計
画
に
伴
い
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
べ

き
と
考
え
て
い
る
が
所
見
を
伺
う
。

答答
町
内
特
定
公
共
施
設
七
八
〇
施

設
中
、
築
三
十
年
を
経
過
し
た

施
設
は
二
四
一
施
設
あ
る
。
こ
れ
ら
の

施
設
に
つ
い
て
は
、
利
用
の
実
態
、
老

朽
化
等
を
勘
案
し
、
各
種
事
業
に
よ
る

建
て
替
え
、
改
修
、
ま
た
町
有
施
設
整

備
基
金
、
町
営
住
宅
整
備
基
金
、
学
校

施
設
整
備
基
金
等
を
活
用
し
た
整
備
を

順
次
行
う
と
と
も
に
、
除
却
の
選
択
も

含
め
、
対
応
し
て
い
く
。
長
寿
命
化
の

観
点
を
視
野
に
、
計
画
性
を
持
っ
て
進

め
て
い
く
が
、
町
内
経
済
の
動
向
も
注

視
し
な
が
ら
柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
た

い
。

本多耕平
議員

町　長検討・判断は急ぐべきではない
屠畜場誘致決定を急ぐべきではないか

長尾式宮
議員

動向に注視し、適切な対応をしていきたい
地域経済を踏まえた公共施設の維持管理計画を

鈴木裕美
議員

町　長 現在の体制で対応していく
子宮頸ガンワクチン副反応の幅広い検証と被害者救済を

深見　迪
議員

町　長 適宜適正な負担と捉える
消費税増税分を利用料等に転嫁すべきでない

長尾式宮
議員

町　長 移住者の増加につなげていきたい
「ちょっと暮らし」で積極的なアピールを

長尾式宮
議員

町　長 多くの課題があると認識
標茶町の森林整備と林業・木材業の振興を

黒沼俊幸
議員

町　長 現状では受け入れは困難
東日本大震災の被災地における汚染がれきの受け入れについて

深見　迪
議員

町　長 設置の場合、住民合意が必要
やすらぎ園の入居待機者解消のため介護施設設置を

町　長

一般質問

問
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
ィ
ル
ス
子
宮

頸
ガ
ン
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
後

の
副
反
応
事
例
が
全
国
で
多
数
発
症
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
厚
生
労
働
省
は
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
積
極
的
な
呼
び
か
け
を
一
時

中
止
す
る
よ
う
全
国
の
自
治
体
に
求
め
る

こ
と
を
決
め
た
。
副
反
応
に
は
「
四
肢
の

運
動
能
力
低
下
」・「
歩
行
不
能
」
等
の

未
回
復
や
「
ギ
ラ
ン
バ

レ
ー
症
候
群
」
や
「
自

己
免
疫
疾
患
」
等
重
篤

な
例
も
あ
る
。一
方
で
、

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ワ
ク

チ
ン
の
効
果
に
つ
い
て

は
厚
生
労
働
省
の
資
料

に
お
い
て
も
二
〇
〇
九

年
十
二
月
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
導
入
後
間
も
な
い

こ
と
か
ら
、
ガ
ン
そ
の

も
の
を
予
防
す
る
効
果

は
現
段
階
で
は
証
明
さ

れ
て
い
な
い
と
さ
れ
て

い
る
。
現
在
、
ワ
ク
チ

ン
の
有
効
期
間
は
最
大

九
年
と
さ
れ
て
い
て
、

過
去
二
十
四
歳
ま
で
の

子
宮
頸
ガ
ン
に
よ
る
死

亡
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な

い
と
言
わ
れ
て
い
る
が

次
の
点
に
つ
い
て
伺

う
。

一
、
本
町
の
定
期
・
任

意
接
種
の
状
況
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。
そ
し
て
、
副
反

応
の
検
証
は
行
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
被

害
者
が
い
る
と
す
る
な
ら
、
た
だ
ち
に
本

町
の
相
談
窓
口
を
開
設
す
べ
き
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

二
、国
が
効
果
と
危
険
性
に
つ
い
て
精
査
・

検
証
す
る
ま
で
の
間
、
予
防
接
種
を
一
時

中
止
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

三
、国
に
対
し
て
被
害
者
の
立
場
に
立
ち
、

速
や
か
に
治
療
方
法
を
研
究
し
、
そ
し
て

若
い
世
代
が
受
診
し
や
す
い
検
診
体
制
の

工
夫
と
充
実
を
図
る
よ
う
求
め
る
べ
き
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

答答
本
町
の
接
種
状
況
は
任
意
接
種
・

定
期
接
種
の
合
計
で
一
三
三
人
が

接
種
を
完
了
し
て
い
る
。

　

副
反
応
は
な
い
と
確
認
し
て
い
る
の
で

引
き
続
き
現
在
の
体
制
で
対
応
を
行
っ
て

行
く
。

　

二
点
目
は
、
未
接
種
者
及
び
接
種
途
中

に
あ
る
保
護
者
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
添
付

し
積
極
的
に
勧
め
な
い
こ
と
を
知
ら
せ
た
。

　

痛
み
等
の
研
究
や
治
療
は
道
内
で
は
北

大
と
札
医
大
が
指
定
と
な
っ
て
い
る
こ
と

を
町
立
病
院
に
周
知
し
て
い
る
。
ま
た
、

本
町
で
は
新

生
児
訪
問
等

で
予
防
接
種

の
説
明
や
健

康
被
害
の
説

明
を
実
施
し

て
い
る
。

本多耕平
議員

町　長検討・判断は急ぐべきではない
屠畜場誘致決定を急ぐべきではないか

長尾式宮
議員

動向に注視し、適切な対応をしていきたい
地域経済を踏まえた公共施設の維持管理計画を

鈴木裕美
議員

町　長 現在の体制で対応していく
子宮頸ガンワクチン副反応の幅広い検証と被害者救済を

深見　迪
議員

町　長 適宜適正な負担と捉える
消費税増税分を利用料等に転嫁すべきでない

長尾式宮
議員

町　長 移住者の増加につなげていきたい
「ちょっと暮らし」で積極的なアピールを

長尾式宮
議員

町　長 多くの課題があると認識
標茶町の森林整備と林業・木材業の振興を

黒沼俊幸
議員

町　長 現状では受け入れは困難
東日本大震災の被災地における汚染がれきの受け入れについて

深見　迪
議員

町　長 設置の場合、住民合意が必要
やすらぎ園の入居待機者解消のため介護施設設置を

町　長改築が待たれる町営住宅
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問
四
月
実
施
の
消
費
税

三
％
増
税
は
、
住
民
生

活
の
暮
ら
し
を
圧
迫
し
て
い

く
。
町
議
会
も
「
消
費
税
増
税

に
反
対
す
る
意
見
書
」
を
採
択

し
国
に
送
付
し
て
き
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
政
府
は
、

多
く
の
反
対
の
声
を
無
視
し
、

国
民
の
財
布
を
冷
え
込
ま
せ
た

ま
ま
、
三
％
の
増
税
を
四
月
か

ら
実
施
す
る
こ
と
を
決
定
し

た
。
８
兆
円
も
の
大
増
税
で
景

気
を
悪
化
さ
せ
る
一
方
で
、「
景

気
対
策
」
と
し
て
６
兆
円
も
ば

ら
ま
く
と
い
う
の
は
、
日
本
経

済
と
財
政
を
深
刻
な
事
態
に
陥

ら
せ
る
と
考
え
る
が
、
消
費
税

三
％
増
税
に
つ
い
て
町
長
の
所

見
を
伺
う
。

　

消
費
税
増
税
に
よ
り
、
地
方

消
費
税
交
付
金
の
増
税
も
見
込

ま
れ
る
が
、
八
％
に
な
る
と
ど

の
程
度
の
歳
入
が
見
込
ま
れ
る

か
。
ま
た
、
自
治
体
も
ま
た
増

税
に
よ
っ
て
支
出
増
が
見
込
ま
れ
る
と
推
測
さ
れ

る
が
、
概
算
で
ど
の
程
度
か
。

　

経
済
が
活
性
化
し
住
民
に
金
が
ま
わ
る
よ
う
に

な
る
ま
で
町
民
生
活
を
応
援
す
る
た
め
、
農
業
用

水
道
、
育
成
牧
場
利
用
料
、
町
バ
ス
利
用
料
等
々
、

特
定
の
生
業
（
な
り
わ
い
）
や
住
民
生
活
を
圧
迫

す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
一
部
転
嫁
せ
ず
、
生
業

や
住
民
生
活
へ
の
影
響
を
最
低
限
に
と
ど
め
る
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答答
国
は
社
会
保
障
の
安
定
財
源
の
確
保
及
び

財
政
の
健
全
化
を
同
時
達
成
す
る
観
点
か

ら
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
消
費
税
が
八
％

に
引
き
上
げ
が
決
定
さ
れ
た
。

　

平
成
二
十
四
年
度
の
交
付
税
実
績
か
ら
い
う
と

約
５
，６
０
０
万
円
程
度
の
増
が
見
込
ま
れ
る
が
、

純
増
で
は
約
１
，
４
０
０
万
円
と
推
計
さ
れ
る
。

歳
出
で
は
９
，５
０
０
万
円
の
増
と
推
計
さ
れ
る
。

　

利
用
料
等
特
定
受
益
に
対
す
る
適
宜
適
正
な
負

担
、
現
在
の
財
政
事
情
を
総
合
的
に
勘
案
し
た
場

合
、
増
税
分
は
そ
の
ま
ま
上
乗
せ
せ
ざ
る
を
得
な

い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

本多耕平
議員

町　長検討・判断は急ぐべきではない
屠畜場誘致決定を急ぐべきではないか

長尾式宮
議員

動向に注視し、適切な対応をしていきたい
地域経済を踏まえた公共施設の維持管理計画を

鈴木裕美
議員

町　長 現在の体制で対応していく
子宮頸ガンワクチン副反応の幅広い検証と被害者救済を

深見　迪
議員

町　長 適宜適正な負担と捉える
消費税増税分を利用料等に転嫁すべきでない

長尾式宮
議員

町　長 移住者の増加につなげていきたい
「ちょっと暮らし」で積極的なアピールを

長尾式宮
議員

町　長 多くの課題があると認識
標茶町の森林整備と林業・木材業の振興を

黒沼俊幸
議員

町　長 現状では受け入れは困難
東日本大震災の被災地における汚染がれきの受け入れについて

深見　迪
議員

町　長 設置の場合、住民合意が必要
やすらぎ園の入居待機者解消のため介護施設設置を

町　長

長
尾
　
式
宮 

議
員

【
お
試
し
暮
ら
し
】で

標
茶
町
の
ア
ピ
ー
ル

を
問
今
春
よ
り
、「
お
試
し
暮

ら
し
」
が
始
ま
り
、
四

組
の
移
住
体
験
者
を
迎
え
入
れ

て
い
る
。
先
日
、
大
阪
・
名
古

屋
で
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
も

標
茶
町
の
ピ
ー
ア
ー
ル
を
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

大
阪
・
名
古
屋
で
の
反
応
、

現
時
点
で
の
問
い
合
わ
せ
状

況
、
具
体
的
な
移
住
の
問
い

合
わ
せ
に
つ
い
て
の
相
談
件

数
を
伺
う
。

　

ま
た
、
今
後
積
極
的
な
移

住
推
進
を
す
る
に
あ
た
り
、

２
棟
目
を
設
置
す
る
こ
と
も

検
討
課
題
で
は
な
い
か
と
考

え
る
が
所
見
を
伺
う
。

答答
十
一
月
現
在
、
来
年

度
の
お
試
し
暮
ら
し

住
宅
に
、
会
場
来
場
者
九
件
、

北
海
道
移
住
推
進
協
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
リ
ン
ク
等
を

合
わ
せ
て
二
十
一
件
の
利
用
申

し
込
み
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

大
阪
会
場
で
は
具
体
的
な
移
住

の
相
談
も
受
け
た
。

　

標
茶
町
の
魅
力
を
体
験
し
て

も
ら
う
た
め
、
空
き
家
状
況
な

ど
相
対
的
に
勘
案
し
、
二
軒
目

の
整
備
に
つ
い
て
前
向
き
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
一
般
質
問

北海道暮らしフェア（名古屋会場）

トレーニングセンター利用のひとコマ

一般質問
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一般質問・総括質疑

深
見
　
　
迪 

議
員

全
国
一
斉
学
力
調
査

は
、す
べ
き
で
は
な
い

問
今
回
、
道
教
委
は
、
学

力
調
査
結
果
の
道
内

十
四
教
育
局
管
内
個
別
の
成
績

を
発
表
し
た
。
そ
れ
は
、
子
ど

も
た
ち
や
教
育
現
場
に
競
争
を

あ
お
っ
て
い
る
と
思
わ
ざ
る
を

得
な
い
。

　

子
ど
も
た
ち
の
学
力
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
は
、
町
民
み
ん
な

の
願
い
で
あ
る
が
、
そ
の
願
い

に
こ
た
え
る
た
め
に
無
駄
な
お

金
と
労
力
を
使
い
全
国
学
力
・

学
習
調
査
を
行
う
の
で
は
な

く
、
教
職
員
の
手
厚
い
配
置
な

ど
教
育
環
境
を
抜
本
的
に
整
備

す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

　

ま
た
、
本
町
に
お
い
て
は
、

学
力
向
上
に
何
ら
役
に
立
た
な

い
学
校
ご
と
の
調
査
結
果
の
公

表
を
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

答答
全
国
一
斉
学
力
テ
ス
ト

は
、
平
成
十
九
年
か
ら

国
が
実
施
し
て
お
り
、
今
年
で

七
年
目
と
な
る
。
各
学
校
に
お

い
て
自
校
の
状
況
や
課
題
を
分

析
し
、
授
業
改
善
に
生
か
し
、

学
校
改
善
サ
イ
ク
ル
の
指
標
と

し
て
定
着
し
て
い
る
。
調
査
結

果
の
公
表
に
つ
い
て
は
、
標
茶

町
教
育
委
員
会
で
は
学
校
別

の
成
績
公
表
を
す
る
考
え
は
な

い
。教

室
の
様
子
（
標
茶
小
）

 

深
見
　
　
迪 

議
員

問
や
す
ら
ぎ
園
の
職
員
が

減
り
、
臨
時
職
員
に
し

た
が
、
同
じ
仕
事
で
あ
れ
ば
正

職
員
に
す
べ
き
だ
。

答答
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
事
も

あ
り
当
面
臨
時
職
員
で

対
応
し
た
い
。

問
町
の
い
じ
め
の
報
告
で

は
数
が
増
え
て
い
る
。

道
教
委
も「
憂
慮
す
べ
き
状
況
」

と
言
っ
て
い
る
が
、
考
え
を
聞

く
。答答

些
細
な
こ
と
で
も
拾
い

上
げ
未
然
に
防
ぐ
努
力

を
し
て
い
る
。
本
町
に
お
い
て

は
深
刻
な
い
じ
め
は
な
い
と
考

え
て
い
る
。

問
生
活
保
護
基
準
の
切
り

下
げ
に
よ
り
、
そ
れ
に

連
動
し
て
減
免
制
度
な
ど
（
町

独
自
の
制
度
を
含
め
）
が
打
ち

切
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い

か
。答答

減
免
制
度
な
ど
打
ち
切

ら
れ
る
こ
と
は
現
在
な

い
。問

Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
の
運
動
を

地
域
か
ら
ね
ば
り
強
く

起
し
て
い
く
た
め
に
、
町
が
中

心
と
な
っ
て
行
動
を
起
し
て
は

ど
う
か
。

答答
関
係
機
関
と
連
携
し
て

協
議
し
て
い
き
た
い
。

 

本
多
　
耕
平 

議
員

問
台
風
に
よ
る
草
地
災
害

手
直
し
事
業
に
対
し
、

受
益
者
負
担
を
軽
減
す
べ
き
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

答答
受
益
者
負
担
が
基
本
で

あ
る
が
、
関
係
機
関
と

対
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

問
雪
道
で
の
交
差
点
の
砂

散
布
は
現
状
に
合
っ
た

作
業
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
い

か
が
か
。

答答
今
後
と
も
効
果
的
な
散

布
に
こ
こ
ろ
が
け
て
い

く
。問

キ
ヌ
タ
橋
よ
り
駅
前
通

り
へ
の
町
道
の
排
雪
は
、

常
時
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か

が
か
。

答答
出
来
る
範
囲
で
努
力
し

た
い
。

予
算
特
別
委
員
会

総
括
質
疑

決
算
委
員
会

総
括
質
疑

総
括
質
疑

平
成
二
十
二
年
度 

決
算
審
査
特
別
委
員
会

総
括
質
疑

大雨による草地の浸食


